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表題の経は，わが国には下記の七種類ある。
羅仔三蔵訳摩訶般若波羅蜜大明呪経①玄英訳般若波羅蜜多心経②
法月重訳普遍智蔵般若波羅蜜多心経③般若共利言等訳般若波羅蜜多心経④
智恵輪訳般若波羅蜜多心経⑤法成訳般若波羅蜜多心経⑥
施護訳仏説聖仏母般若波羅蜜多経⑦
いまわが国において一般に使われているものは，玄英訳の般若波羅蜜多心経であるであるから，玄英訳を
用いる。この経を略して心経ということにする。
ところで，この経の解釈は一般的なものが殆どであり，学問的な解釈といえば，サンスクリットの解釈や
チベット訳を云々したものであるが，ここでは玄芙の漢訳をもちいる。弘法大師空海はこの経の解釈として，
般若心経秘鍵（今後略して秘鍵という）を著作されている。それによれば，
大般若波羅蜜多心経者即是大般若菩薩大心真言三摩地法門
とある。よって空海によれば，この心経は般若菩薩の悟りの世界を示す意味深い言葉を述べたものとなる。
大正大学の福田亮成文学博士はその箸「般若心経秘鍵」で“その語彙の詮索や論理，理屈や，乏しい人生経
験の範噴のみで解しようと試みても，それはただ般若心経の一部分のみを自分のものとするのみであろう'，
と述べている。まさにそのとうりであり，語彙の詮索に陥らないように心して心経を考察したい。筆者は密
教学を学ばず，仏教学（顕教）を専攻した故に，秘鍵に盛られている内容を気にとめながら，仏教学の立場
で心経の内容に体当たりしたい。
摩訶般若波羅蜜多心経
大正蔵経によると，玄英訳では摩訶の語はないが一般には用いているので摩訶を付加しておく。これは大
いなるという意味であり，般若波羅蜜多は`悟りにいたるべき智恵であり，そのための肝心な教典である。智
恵とは智であって知ではない。知は対象のあるものを知る働きであり，智のほうは仏・真如・空にいたる働
きと考えられる。
観自在菩薩行深般若波羅蜜多時照見五魎皆空度一切苦厄
観自在菩薩は観世音菩薩のことで，般若波羅蜜多は真如を体得すべき智のことであり，行深とは禅定には
いることを意味する。深いと言っても深浅を意味するのではなく，分別を捨ててという意味に解すぺきであ
る。空海は秘鍵において
無辺生死何能断唯有禅那正思惟
という。この禅那正思惟こそ行深のこととするのがよいであろう。そのとき五葱（物質と受・想・行・識
の五つの精神的なファクター）は全て空と照見した。全てが空なればこそ一切の苦厄は無くなる（度する）
のである。ここで，空について考察しておきたい。物は縁起によるから空だという。縁起によって生じるも
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のは自性をもたない。たとえば，±が熱という縁に触れて茶碗になるというのは，士に自性がないからだと
する。茶碗も自性がないから，±から生じうる。自性とは士が士としての性質を保ち得るものである。士も
茶碗も無自性であり，空だという。また龍樹はその箸＝中論＝において，薪と火の関係を例えとしている。
薪がなければ火はない。また燃えてこそ薪であるから火が無ければ薪とはいえない。したがって火も薪も独
自で存在できない。独自で存在できないものは無である。火と薪のような関係を因待といっている。田中順
照文学博士はその箸「仏教における空と識」で“因待は無限の循環となり不可得である。因待が不可得であ
るということは関係づける我々の思惟が虚妄であることを示している”という。
舎利子色不異空空不異色色即是空空即是色受想行識亦復如是
ここでは，空を五甑皆空の空とは違って真如を指している。弟子舎利子にたいして，色は空に異とならずと
教える。色と空とが両方あってイコールで結んでいるのではない。色のままで空（真如・仏教では真理と
いわず真如という）だというのである。続いて空は色に異ならずとは，色は空に異ならずと同じ意味をくり
返しているのではない。一般の者は色は空に異ならないといえば，それならば空は何かと思惟する。色から
空へ空から何へと考えを展開しようとする。この夢遊病的思惟を破るために，空は色に異ならずといれたと
思う。またもう一つの意味が考えられる。それは色よりも空の方が上，もしくは深いとの考えをもつ者がい
れば，空は色に異ならずと入れたことで，色と空との関係は上下の関係でもなく意味の深さの関係でもない
ことが理解されよう。ここで色のままで空というよりも，空なればこそ色でありうるというべきかとも思わ
れる。このように，色も空も別のものではないとしたが，さりとて色不異空空不異色という場合には，色
と空と二つあって色と空は同じと言っている感じがどうしても残る。その残感をなくするために次の色即是
空空即是色がある。これは色かと思えばそのまま空だというのである。空もまた然り゜ついで受は身体と
心で受ける感じのことであり，暑い寒い心地よいなどのように，感受すること。想は猫を可愛いと思ったり，
花をみて美しいとか恋心をくすぐるとかいう想いである。行は行動であるがこの行いには，赤い花は赤く白
ではないと限定する働きをともなっている。またまた是の如しは，受想行識も「色不異空～空即是色」と同
じく「空」であるといっている。このところ即ち“色不異空～亦復如是'，を空海は秘鍵において普賢菩薩の
三摩地という。その三摩地を空海は頌にして
色空本不二事理元来同無擬融三種金水嶮其宗
と示す。これは心経の色と空との関係は二つあるのではない。事（もの＝色）と理（真理＝空）はもとよ
り同じである。華厳思想の‘事と理が無擬であること，‘理と理が無擬であること，‘事と事が無擬である
こと，の三種は無擬であり融通しているという。心経のいう色と空との関係は，金（真理）で作った獅子（も
の）の金と獅子の関係であり，水（真理）と波（もの）との関係であると言っている。即ち獅子を見て獅子
か思えばそれは獅子ではなくて金である。金かと思えば獅子である。また波をみて波かと思えばそれは波で
はなくて水であり，水かと思えば波である。このような関係を心経は‘色即是空空即是色，というのであ
る。金かと思えば獅子であると言う場合には，時間の経過の全くない関係である。水波の関係もまた然り゜
舎利子是諸法空相不生不滅不垢不浄不増不滅
は舎利子にたいして，ものは全て空だといったがその空の実相とは，ものは自然によって作られるもので
はなく，無くなるものでもない。生や減だととらわれるものではない。人の眼識によって，知り得るもので
はなく，思惟を離れた空なればこそ諸法の実相は不生不滅と心証される。そして空の実相は垢と浄との二つ
をもって，清浄だ，やれ職いというのではない。垢と浄の二つがあって，どちらも区別がつかないといっ
ているのではない。上述の色即是空・空即是色の如きものである。不増不滅も相対的増減と受けとめてはな
らぬ。無限だから増えることをしらない。減ることも知らない。よって不増不滅は無限を意味する。しかし，
経のなかで無限と書けば，人は思惟によって何万光年なら無限かと限定する。それをさけるために，無限と
いう語を使用せずに不増不滅という言葉を使ったと考えられる。人間の知性はものをこのくらいかと，限定
する働きをもっている。したがって知性を捨てない限り，無限にはなりえない。これを無限が理解できない
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とか，理解できると言えば，無限と，無限を理解するものとの二つが生じる。不増不滅とはあるものは，
全て無限であるということである｡経の不増不滅はそういう無限をあらわしている。
是故空中無色無受想行識無眼耳鼻舌身意無色声香味触法無眼界乃至無意識界
上の不生不滅不垢不浄不増不滅において，全ては空なることを述べているが，それなればこそ，空の中には
色（もの）はもちろん受想行識も無い。色は空なれば勿論空の中に色はありえない。受想行識も同じである。
眼識・聴覚・匂いを知る識・味覚・触覚これらをまとめた心も無であるという。これはあらゆるものを否定
しなければ，知性をもってそれらに執着するからである。眼に対して色，耳に対して声，舌には味，身には
触，意は心としたが心に刺激をあたえるものとして，もの（ここでは法は仏法の法ではなく事物をさす）を
あてる。これらは全て空である。無眼界の界は，新仏教辞典（中村元監修・誠信書房）によれば，層・要素
などの意とあるから，集団とか世界とうけとめよう。すると眼に写る世界もなく，意識に映る世界もない。
ここでも全てが否定される。前に舎利子にたいし空の相を抽象的に説き，ここでは色受～眼耳～声香等具体
的なものをあげて否定している。
無無明亦無無明尽乃至無老死亦無老死尽
無明（迷い）なければ，また無明の尽きることも無しとはどのようなことか。人も森羅万象もすべて仏ま
たは真如の現成したものである。したがって存在するものは明であって無明はない。しかし，明は自由自在
であるから，明そのものが無明として歩きだす。明も無明も区別する必要はない。在るものは明または無明
であって尽きることはない。なれどその無明も明の外にあるのではない。華厳思想によれば闇（無明）は光
（真如）の薄らぐところに生じる。しかし，その闇は光に包まれた闇である。尽きることのない無明も仏の
相（内面のすがた）ではないかと解される。ここまでは抽象的なもの（法）を題材としているが，ここから
は具体的な老死をもって説いている。老いることも死ぬこともなし。また老死の無くなることも無い。生き
ることも死ぬことも仏の表現なれば，老死無しといっても，老死の尽きることなしといっても，そのままで，
そのままでよしと肯定される。老も死も先に述ぺた金獅子の職のようなものである。老死は無いといいなが
ら，老死の尽きることもないとは，西田幾多郎文学博士の「絶対矛盾の自己同一」のような立場としてよか
ろう。
無苦集滅道無智亦無得以無所得故
苦集滅道は四諦とよばれている。新仏教辞典（中村元監修・誠信書房）によると「苦諦はこの世は苦であ
るという真理，集諦は苦の原因は世の無常と人間の執着にあるということ，滅諦は無常の世を超え執着をた
つことが苦滅のさとりの世界であるということ，道諦とは滅諦にいたるためには八正道の正しい修行方法に
よるべきだということを意味する」とある。これは釈迦が初めて説法されたときの教えと言われるが，その
苦集滅道も無だという。上の文において，無明なく無明の尽きることも無しと言ったようにあらゆる執着を
絶とうとする。苦集滅道は成道を思惟する方法として説かれたのと思うが，これにも捉われてはならぬとの
ことであろう。智もなく，得るべきものもないから，執着するものは何もないというのである。このことは
得るところ無きを以っての故にと，理由付けをしている。執着を捨てることが如何に大切かを述べたのであ
ろう。
菩提薩垂依般若波羅蜜多故心無呈擬無塁擬故無有恐怖遠離一切顛倒夢想究寛混盤
菩提薩垂は道を求める者であり般若波羅蜜多（空・真如に至る知恵）に依るが故に，心に凝りになるもの
がなく，無里擬なる故に恐怖心も有ることなし，一切の誤りも夢想もなく，渥盤（`悟りの境地）を極めるこ
とができる。ここで心に呈擬無ければとあるが，唯識によれば一切のものは，心より生じたものという。こ
のことは，植物学者の心（識）から花びら何枚の白い花が生じ，芸術家の心（識）から恋心をくすぐるよう
な白い花が生じるという。同じ白い花があって，それを植物学者と芸術家が別々の見方をしているのではな
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い。それぞれの識から，花びら何枚の花を，恋心云々の花を生じている。その心に呈擬なければ般若波羅蜜
多の知恵によって何ものにもとらわれることなく混繋に至る。
三世諸仏依般若波蜜多故得阿縛多羅三鏡三菩提
過去・現在・未来のもろもろの仏達も，般若波羅蜜多の知恵に依るから阿縛多羅（この上なき）三競（真
実）の三菩提（悟り）を得ることができる。もし少しでも有にたいする分別・執着があれば不可能である。
前の文は菩薩が浬盤に達したのであるが，ここでは諸仏となっている。仏とは悟りを開いた最高位の方々で
ある。その仏達が般若波羅蜜多（空の知恵）によって，阿縛多羅三鏡三菩提すなわち悟りに至るとはどのよ
うなことか。悟りを開いても即今に迷うから，常に般若波羅蜜多によらねばならぬと考えるか，あるいは前
に述べたように，浄穣の二つを不二と考えたように，迷いも悟りも二つ無しと考えるかの何れかである。筆
者は後者を取る。大乗仏教では浄と穂の区別がない。悟りと迷いの区別がないのが大乗の考えと思う。仏と
衆生の区別がない。したがって最高位の仏も常に阿縛多羅三読三菩提を得ようとする。西田幾多郎の「絶対
矛盾の自己同一」に相当すると考えてもよいだろう。筆者はたびたび述ぺるが，悟りと迷いの関係も金獅子
のような関係と思考するからである。
故知般若波羅蜜多是大神呪是大明呪是無上呪是無等等呪能除一切苦真実不虚
故に般若波羅蜜多は，是れ大神呪（神の言葉は不思議）なり，大明呪（明るきは悟り）であり，これより
偉大なものはなく，したがって無等等（比較するもの無い）の呪（詞）であると知るぺし。この呪を唱えれ
ば一切の苦しみを除くことができる。これは真実だ。般若波羅蜜多の知恵は空そのものであり，現象界は空
の現成したものだからかく言われる。空（真如＝真理）は現象のものとなって現れ，現象は空と円融する。
真如は緑の柳として現れる以外に現れようがない。真如は紅の花として現れるより他に現われようがない。
有名な言葉に「柳は緑，花は紅」というのがある。神呪明呪を唱えれば一切の苦しみは除かれる。この呪は
真実にして虚ではない。その真実なることを織るものは，別にあるのではなく，空そのものが織るのである。
したがって一切の苦しみもない。ここまでくれば，苫もそのまま般若波羅蜜多の相である。
故説般若波羅蜜多呪即説呪日掲諦鶏諦波羅鶏諦波羅僧掲諦菩提薩娑訶
故に，般若波羅蜜多の呪を説こう。その呪は次の如くである。
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呪は真言である。真言はmantraといわれ，密教ては陀羅尼という。空海の箸「秘鍵」によれば
真言不思議観調無明除一宇含千理即身証法如行行至円寂去去入原初三界如客舎
一心是本居
とある。これは真言は不思議であり，唱えれば無明を除くという。一宇に多くの真理を含み，この身に真
如を証する。行き行きて完全な寂照の世界に入れる。去りいって仏の源に帰ることができる。この世は仮の
住みかである。我が心こそ本来の真実の居り場所であるという。されば，真理を自分以外の所に求めること
はない。人の心も身も仏・真如の現れたものではないか。ただ，不思議なろ真言を唱えよということであろ
う。また秘鍵には
陀羅尼是如来秘密語所以古三蔵諸疏家皆閑ロ絶筆
陀羅尼（真言）は仏の秘密の言葉なれば，古来より三蔵を初とする多くの訳者達は皆口を閉ざしてきたと
ある。空海がこれを破って解釈しているが，筆者は密教の立場でなく，一般仏教の立場なので中国の三蔵法
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師等にならって陀羅尼の解釈はあえて慎むことにした。
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